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地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第４項の規定に基づき監査を実施し

たので、同条第９項の規定によりその結果を公表する。 

 

 

 

令和２年５月２１日 

 

安城市監査委員 中 村 誠 一 

 

安城市監査委員 辻 山 秀 文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１ 監査の種類 定例監査 

第２ 監査の対象及び期間  

子育て健康部子ども発達支援課 令和２年３月５日から令和２年４月３０日まで 

生涯学習部生涯学習課 令和２年３月３日から令和２年４月３０日まで 

第３ 監査の方法  

   子育て健康部子ども発達支援課及び生涯学習部生涯学習課から提出された監査資料

に基づき、諸帳簿及び証拠書類等を調査し、関係職員の説明を聴取するとともに前回

の定期監査での留意事項等が処理されているかについても注意を払って実施した。 

第４ 監査の方針 

   令和２年２月末日までの令和元年度の予算執行事務及び委託契約等の執行事務が適 

正に行われているか、また備品の保管及び財産の管理が良好に行われているかについ 

て監査した。また、必要に応じて対象期間外のものも監査した。 

第５ 監査の結果 

監査を実施した範囲において、財務事務の執行状況は、おおむね適正に処理されて 

いると認められた。ただし、次に掲げる事務においては、指導事項が見受けられたの 

で適切な措置を講じられたい。これらの事項は、当該部署はもとより、他の部署にお 

いても事務処理の見直しや改善の参考とされたい。 

 

生涯学習課 

【指摘事項】 

 １ 契約関係 

市役所庁舎前等駐車場管理及び案内業務において、消費税増税により令和元年１０

月から毎月の支払金額を増額しているが、変更支出負担行為決議書が起案されていな

かったため、適正な事務執行に努められたい。 

２ 補助金関係 

（１）安城市小中学校ＰＴＡ連絡協議会補助金交付事務において、前回と同様に実績報

告書の提出が補助事業終了後速やかに提出されていなかったため、チェック体制を

強化し、再発防止に努められたい。 

（２）地域ぐるみ親子ふれあい推進事業補助金交付事務において、補助金交付要綱では

補助金額を１，０００円未満切り捨てと規定しているが、切り捨てずに補助をして

いるものがあったため、適正な事務執行に努められたい。 

 

 


